
 本格的な出水期に備えて、 出水期前（５月

２７・２８日）に、国・県・市町村ほかの関係

機関が合同で、各地域の水防活動で特に注意を

要する箇所等の巡視を行いました。 

 地域住民の安全を確保し、被害を最小限に食

い止めるため、引き続き関係機関と協力し、監

視や連絡体制の充実を図っていきます。 

  水沢出張所で管理している３９箇所の樋門

や樋管等の施設点検を実施しました。 

 点検は、６月１５日～１７日の３日間にわた

り、出張所の職員と実際にゲート等の操作を行

う水門等水位観測員が合同で実施し、ゲートの

操作方法や動作等を確認しながら、出水時の注

意事項など意見交換を行いました。 

  

  

  

  

   国土交通省 岩手河川国道事務所     

     水 沢 出 張 所 
奥州市水沢区東大通り1-2-14 
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（平成27年6月） 

『広報・みずかわ』は、水沢出張所管内（花巻市～奥州市）の北上川に関わる様々な取り組みや活動をお伝えします。 

◆ 大気の不安定な日が続いています。落雷や集中豪雨など天気の急変にご注意下さい。（Ｍ） 

 「和賀川スワンプで自然観察。みんなで水辺を再生しよう！ ｱｸｱｿｰｼｬﾙﾌｪｽ2015」と題して、

６月１２日（土）に地域のＮＰＯや市民の方々の協力による湿地再生の取り組みが行われました。 

 自然の地形を生かしてスワンプ（湿地）を拡大させるため、約１００名の参加者が水をせき止め

るビーバーダムや水を拡散させる水路づくりに挑戦しました。 

 今後、和賀川の自然環境がどのように変化していくのか、引き続き注目していきたいと思います。 

出張所職員による説明 

←伐採木を利用した 
  ビーバーダムづくり 

 

 

  

※AQUA SOCIAL FES！！（アクアソーシャルフェス）」 
  アクアソーシャルフェスは、北海道から沖縄県まで全国の「水」にちなんだ場所で、環境保護・保全活動のアクションプログラムを展開しているものです。地方紙・
ブロック紙や地域NPOが各地のアクションプログラムの開発・運営を行う一方で、「アクアソーシャルフェス」全体の企画・告知・実施をトヨタ自動車が行っています。 

水を拡散させる水路づくり→ 参加者の皆さん 

ヨイショ！！ 

結構固い・・・ 

排水樋管の点検状況 
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